
２０２１年 牛歩のごとく

年末，大晦日の南日本新聞のコラム欄「南風録」に，鹿児島市出身で京セラの創業者である稲盛

和夫さんの興味深い話が載っていました。人生や仕事で望ましい結果を得るための成功方程式があ

るそうで，それは「能力」×「熱意」×「考え方」という式で表すことができるとのこと。掛け算

ですからこの三つうちどれか一つがゼロなら結果はゼロになります。例えば，「能力」に恵まれ「意

欲」に燃えていても，「考え方」が不平不満という毒に支配されていれば，成果は得られないという

わけです。逆に「能力」や「熱意」は人並みでも「考え方」が前向きなら望みはあるということに

なります。今年は丑年，牛歩（ぎゅうほ）という言葉もありますね。さあ，牛の歩みのようにゆっ

くりで構わないから，一歩ずつでも確実に前に進もうではありませんか。

あっという間に時間は過ぎ，受験までわずかとな

った。正直，受験生という実感はまだわかない。机

に向かったらひたすら問題を解き，時々，おそって

くる「欲望」と必死に戦う毎日。勉強に苦手意識の

ある私にはつらすぎるほどだ。「できた数より，が

んばった数を数えてみる」そんな時，この言葉で私

は少し気が楽になった。できた数が少ないと，あせ

りと不安で頭がいっぱいになる。同じような経験を

したことのある人は多いだろうが，少し前まで私

もそうだった。だが解く努力をしたことこそ，大
切にするべきだ。こう思うきっかけをくれたのが
この言葉だ。もちろん，解ける問題を確実に解く
ことを欠いてはいけない。その上で，難しい問題
に挑戦することも忘れてはいけない。私は，うま
くいかず苦しい時がある。でもあせらず，実力を
つけていこうと思う。みんなもつらい時，うまく
いかない時「がんばった数」を忘れないようにし
てほしい。全員合格に向けて，がんばろう。

25 日（月）南日本新聞「若い目」より

日 曜 行 事

８～10 月～水 ３年学年末テスト

１３ 土 職業人に学ぶ

１４ 日 ＰＴＡ奉仕作業

16～18 火～木 １・２年学年末テスト

１８ 木 ３年ＰＴＡ

１９ 金 入学説明会
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《２月の主な行事予定》
頑張りました (^^)

☆ 第 22 回南九州かわなべ青の俳句大会
【入選】城ノ下倫太郎
☆ 県理科に関する研究記録展
【入選】猪俣亜美・藤山朋世，山田咲太
☆ 第 24 回プロエース杯県中学校冬季ソフトテニス大会
【女子団体 優勝】
☆ 垂水市インドアソフトテニス大会
【男子団体 準優勝】

ふるさとの食材を味わおう

24 日から 29 日までの「かご
しまをまるごと味わう学校給食
週間」に合わせて，本校の栄養
教諭池畑三希先生から郷土の食
材やバランスよく栄養を摂るこ
との大切さを学びました。

「がんばった数」忘れず，さあ挑戦

コロナウィルス対策
垂水市でも集団クラスターが発生しました。学校では，全教室に
空気清浄機等を設置するなど，感染防止に向けて対策をとっていま
す。その他，学年集会は校庭で密にならないように実施しています
し，体育の時間に使用するバレーボール等の消毒も行いました。ま
た，休み時間等に手洗いや換気を行うよう呼びかけています。


